
東郷町、時間守って明るい町に

かしこい消費者
中央高令者学級

　7月6日に開催された、中央高令者学級の際に、

延岡の消費生活センターの職員を招いて「高度な消

費生活の知識」と題して勉強をしました。

　午前9時から10時までは、町保健婦から血圧測定

と健康管理についての話しがあり、10から12時まで

の2時間にわたって「訪問販売唱や7クーリング・

オフ制度∠　（6ページに掲載）について勉強し、ひ

とつカしこい消費者になりました。

昭和57年　8月号第372号

発行／東郷町役場・編集／企画財政課

竹やぶに鶏をり’（ものあさる

　　　　けはひ久しき夏のタぐれ

　　　　　　　　　　　牧　水
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町報とうこう

事　　　　　業　　　　　名 事　　業　　量 事　業　費 事業主体
組織化活動事業 千円

協議会開催 2回 100 東　　郷　　町

啓もう普及活動 140 棄　　　　郷　　　　町迩　林　岨　鉱

森林施業経営指標団地整備事業

作業道開設 上大谷線　署＝㍉濫 5，500 東　　郷　　町

経営計画樹立経営計画書作成 280hα 480 東　　郷　　町

経営計画樹立経営計画書作成 450ho 820 東　　郷　　一円　　林　　　　組　　　【．

作業開設事業 毛牛草線　ぜ＝§5器 18，600 東　　郷　　町

素材生産施設整備事業
トラノク　　　1台 4，120 寺　　迫　　生　　産

戟@　休　　組　　合

機械保管倉庫1棟　　72㎡ 3，200 〃

集材機　　　1台 2，080
下　護　川素　門生　　産　　　組　　　ロ

しいたけ生産用機械施設

貯水槽　　　1基 700 歪製噛た答
特用林産物生産施設整備事業 人工ほた場　2箇所 2，960 〃

しいたけ生産用機械施設

林内作業車　　1台 600 ハノ山・い声

生産環境施設整備事業 林道舗装

中村線ビゴ鴨・面 30，500 東　　郷　　町

合　　　　　　　　計 69，800

山村林業構造改善事業計画の概要（全体計画）

事

業

計

画

昭
和
5
7
年
度

事 業 区 分

大　　区　　分 小　　区　　分 煙　業　種　　目
事　業　主　体

地域林業組織化

推進事業

組織化促進事業
組織化活動事業

東郷町

東郷町森林組合

協業生産促進事業 東郷町森林組合

森林施業経営
指標団地整備事業

森林施業経営
指標団地整備事業

東郷町

東郷町森林組合

林業生産基盤
整備事業

林業生産基盤
整備事業

林道開設事業

作業道開設事業

東郷町

東郷町

東郷町森林組合

林業経営近代化

施設整備事業

素材生産施設整備事業　　寺子生産森林組合

下渡川素材生産組合

生産施設整備事業 特用林産物生産

施設整備事業

基盤整備用機械

施設整備事業
森林資源有効利用
加工施設整備事業

下渡川

八ノ山

下渡川

しいた’ナ生産組合

加工施設整備事業

しいた3生産組合

しいだナ生産組合

東郷町

東郷町森林組合

宮崎県森林組合連合会

生産環境施設整備事業 東郷町

林業者定住化促進事業　林業環境整備事業 労働環境施設整備事業　　東郷町

生活環境施設整備事業

孟
子
業雲合 計

台

東郷町

備

総 合 十一三
口

’

　
本
町
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
新
林

業
構
造
改
善
事
業
の
計
画
地
域
の
指
定

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
五
十
七
年
度
か
ら
六
十
二
年
度
ま
で

の
六
年
間
に
総
事
業
費
五
億
七
干
五
百

万
円
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
五
十
七
年
度
事
業
費
は
六
千
九
百
八

↓
万
円
で
す
。

　
新
林
業
構
造
改
善
事
業
は
、
林
業
生

産
盾
動
の
盾
発
化
を
図
る
た
め
、
生
産

か
ら
流
通
、
加
工
に
至
る
総
合
的
な
国

産
材
の
供
給
体
制
づ
く
り
を
行
う
と
と

も
に
、
林
産
活
動
の
場
で
あ
る
山
村
地

域
の
衰
退
化
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
て

魅
力
あ
る
山
村
地
域
社
会
の
形
成
を
図

る
こ
と
を
基
本
的
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。　
本
町
は
す
で
に
、
第
一
次
（
昭
四
四

～
四
六
年
）
同
追
加
（
昭
四
七
～
四
八

年
）
第
二
次
（
昭
五
C
～
五
三
年
）
地

域
林
振
特
対
（
昭
五
四
年
）
等
の
林
業

構
造
改
善
事
業
を
実
施
し
、
入
会
林
野

の
近
代
化
、
林
道
、
作
業
道
開
設
、
材

業
用
機
械
器
具
の
整
備
、
特
用
林
産
物

の
生
産
施
設
の
設
置
、
林
業
研
修
館
建

設
、
ク
ラ
ウ
ノ
ド
の
夜
間
照
明
施
設
等

の
事
業
を
実
施
し
、
林
業
生
産
性
の
向

上
と
林
家
所
得
の
増
大
に
つ
と
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
町
て
は
、
新
田
構
事
業
の
全
体
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
、
各
地
区
毎
の
説
明

会
や
座
談
会
等
を
通
し
て
朴
家
の
み
な

さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
希
望
を
聞
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
か
ら
採
択
基
進
に
適
合
す

る
事
業
を
ま
と
め
、
国
、
県
と
予
備
協

議
を
か
さ
ね
な
か
ら
全
体
事
業
引
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
全
体
事
業
計
画
及
び
五
十
七
年
度
の

事
業
概
要
は
別
表
の
と
お
り
て
す
．
、

　
今
後
は
、
計
画
し
た
事
業
か
無
事
執

行
で
き
る
よ
う
関
係
す
る
み
な
き
ん
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町報とうこう
（2）

新林業構造

改善事業始る

総事業費

　5億7，500万円

期　　間　・

　57年から62年’

昭和56年度地域指定（57～62年度実施）

事業費 工 種 又 は 施 設

　660

6，520

協議会開催

啓もう普及活動、先進地調査（5回）等
1，100 通信連絡施設（ライトバン）、調査測量器具一式
11，760

11．300

126，800

作業道開設（1路線）、経営計画樹立経営計画書作成（1箇所）、育林（除伐、間伐）等

経営計画樹立経営計画書作成（1箇所）、育林（除伐、間伐）等

林道開設（2路線、2500〃3）

171，160

旦，780

11，160

　2，080

作要道開設（5路線、10，300甥）

3，660

林内作業車（3台）、集材機（1台）、　トラック（1台）

集材機（1台）、　トラック（1台）、機械保管倉庫（1棟72〃z2）

集材機（1台）

しいたけ生産用機械施設貯水槽（1基）、人工ほた場（2箇所）

　6PO

3，780

　　　　　〃　　　　　細雨作業車（1台）

しいたけ乾燥貯蔵用機械施設、作業用建物（1棟60〃の、乾燥機（1台）

20，880 トラクター（2台）、タンブトラック（1台）
10，660

11，660

30，500

60，100

16，160

ハツクホー（1台）、コンプレッサー（1台）

チップ式粉砕施設（1式）

林道舗装（1路線1，180〃2）中村線

林業者等健康増進施設、運動用建物（1棟500”の、運動用機械器具

集会施設、集会用建物（2棟124〃z2）、集会用備品（1式）

509，320

65，680

575，000
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町報とうこう

牧水祭
短歌募集
　　　．○一一一一 　

九
月
十
七
日
は
、
恒
例
の
牧
水
祭
が
挙
行
き

れ
ま
す
が
、
こ
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
第
二

回
牧
水
短
歌
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て

御
投
詠
く
だ
き
い
．
．

　
　
　
　
’
記

一
、
応
募
の
締
切
り
　
八
月
三
十
一
日

二
、
応
募
資
格

　
　
本
町
に
住
所
を
有
す
る
者
及
び
野
外
者
で

　
　
本
町
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
者

三
、
歌
題
　
自
由

四
、
応
募
点
数
　
五
首
以
内

五
、
入
選
歌
の
選
考

　
ω
牧
水
顕
彰
会
に
お
い
て
選
者
を
委
嘱
し
選

　
　
考
決
定
す
る

　
ω
入
選
歌
に
は
記
念
品
を
呈
す
る

六
、
送
先
　
崇
重
町
教
育
委
員
会
内

　
　
　
　
　
（
牧
水
顕
彰
会
事
務
局
）

　
※
佳
所
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
き
い
。

福
祉
年
金
は
定
時
届
を

　
牛
痘
年
金
（
み
ど
り
．
．
の
表
紙
）
を
受

給
き
れ
て
い
る
人
は
、
毎
年
八
月
の
年

金
を
受
け
取
っ
た
ら
証
書
を
県
に
提
出

し
八
月
か
ら
来
年
七
月
ま
で
の
年
金
額

の
決
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

提
出
が
な
い
と
十
一
月
に
受
け
と
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
り
．
ま
す
の
で
、
次
の

日
程
に
職
員
が
出
向
き
ま
す
の
で
必
ず

提
出
し
て
く
だ
き
い
．
一

　
証
書
の
印
影
と
違
う
印
か
ん
を
使
う

人
は
「
印
か
ん
変
更
届
」
が
必
要
で
す

尚
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
人
は
そ
の
証
書
も
提
示
し
て
く

だ
き
い
、
．

▽
8
月
1
1
日

　
　
9
時
～
1
6
時
　
役
場
住
民
課

　
　
9
時
～
1
2
時
　
坪
谷
郵
便
局

　
　
9
時
～
1
2
時
山
の
口
地
域

　
　
　
　
　
　
　
集
落
セ
ン
タ
ー

行
方
不
明
者
を
捜
す
運
動
に
♂
、
協
力
を

漢
詩
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須

　
小
生
過
日
（
約
七
年
前
）
曽
木
駐
在

所
に
お
い
て
勤
務
中
、
九
州
勤
王
の
魁

と
い
わ
れ
る
、
胤
康
和
尚
の
魅
力
に
引

か
れ
、
余
暇
を
み
て
は
、
慈
眼
寺
付
近

一
帯
の
史
跡
を
研
究
し
、
詩
を
作
る
事

を
決
意
し
、
拾
度
、
知
人
の
元
、
海
軍

少
佐
、
兵
庫
県
出
身
、
休
亭
先
生
（
故

人
）
の
指
導
を
受
け
（
約
二
年
）
つ
く

り
あ
げ
た
漢
詩
で
あ
り
ま
す
，
何
卒
よ

ろ
し
く
御
吟
味
下
き
い
。

　
詣
勤
王
僧
胤
康
墓

慈
眼
寺
頭
尋
弔
来

勤
王
説
法
葦
葺
事

事
興
心
違
悲
壮
卒

霊
山
院
裡
面
存
劫

（
読
み
方
）

桜
花
数
片
散
蒼
苔

討
幕
策
慮
為
巨
魁

百
穀
軒
端
雨
風
哀

靖
国
社
中
春
樹
開

　
勤
王
僧
胤
康
の
　
墓
に
詣
で
て

一，

¥
げ
ん
じ
　
　
ほ
ら
　
た
つ
　
　
，
二
む
ら
い
き
た

慈
眼
寺
の
頭
に
尋
ね
　
弔
来
れ
ぽ

　
　
お
う
か
　
す
う
へ
ん
　
そ
う
だ
い
　
ち

　
　
桜
花
の
数
片
　
蒼
苔
に
散
れ
り

き
ん
の
う
せ
つ
雲
う
　
　
　
　
ど
う
し
　
あ
っ

勤
王
の
説
法
に
て
　
同
志
を
葦
め

　
全
国
で
は
不
幸
に
し
て
身
元
不
明
の

ま
ま
亡
く
な
ら
れ
、
知
ら
な
い
土
地
で

無
縁
仏
と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る
人
が
、

過
去
五
年
間
に
全
国
略
＼
四
、
（
）
六
四

体
（
県
内
で
は
、
　
一
六
体
）
も
あ
り
ま

す
。　
こ
れ
ら
身
元
不
明
死
体
の
な
か
に
は

家
出
中
又
は
出
か
せ
ぎ
同
等
で
自
殺
、

病
死
、
犯
罪
の
被
害
及
び
交
通
事
故
等

の
理
由
に
よ
る
死
者
が
多
数
含
ま
れ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
入
達
の
身
元
冷
二
人
で
も
多
く

捜
し
出
し
て
、
御
家
族
の
悲
し
み
を
和

ら
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
「
行
方
不

明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
て
、

相
談
に
応
ず
る
も
の
で
す
。

▽
期
日
、
時
間
及
び
場
所

県
警
察
本
部
鑑
識
課

　
8
月
1
日
～
8
月
3
1
日
（
土
曜
の
午

　
後
及
び
日
曜
を
除
く
）

　
午
前
8
時
部
分
～
午
後
5
時
ま
で

延
岡
警
察
署

　
8
月
1
8
日
～
8
月
2
0
艮
の
3
日
間

　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
ま
で

▽
相
談
は
無
料
で
す
。

▽
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

▽
相
談
に
こ
ら
れ
る
と
き
は
、
行
方
不

　
明
者
の
顔
写
真
の
用
意
や
、
身
体
特

　
徴
の
身
元
確
認
を
す
る
た
め
、
手
が

　
か
り
と
な
る
事
項
を
調
査
の
う
え
、

　
お
出
か
け
下
き
い
。

▽
相
談
者
は
、
願
出
人
や
家
族
に
限
ら

　
ず
、
友
人
、
知
人
な
ど
、
ど
な
た
で

　
も
結
構
で
す
．
、

◇

◇

◇

道路をまもる月間

道路はみんなの

　　　財産です

広く美しく安全に！

冠
　
山
（
冠
）

　
　
と
う
ば
く
　
必
．
¶
く
．
ウ
し
悟
　
・
、
．
三
ナ
？
い
　
な

　
　
討
幕
の
策
慮
に
　
巨
魁
と
為
り
ぬ

　
こ
と
こ
こ
ろ
た
密
、
・
ひ
ぞ
う
　
　
お
わ
．
リ

五
心
と
違
い
悲
壮
に
　
げ
い
ト
に
し
も

　
　
で
ん
ち
ゅ
う
じ
ん
ち
わ
れ
　
う
ふ
う
ト
な

　
　
天
忠
孟
を
憐
み
雨
風
哀
し

　
れ
い
ぎ
ん
い
ん
㌧
「
，
午
　
h
．
さ
台
そ
ん

　
霊
山
院
裡
碑
に
　
動
を
存
し

　
　
や
す
く
に
し
ゃ
ち
、
ご
つ
．
し
ゅ
．
〔
・
、
げ
う

　
　
靖
国
の
社
中
　
春
樹
開
く

　
（
摘
．
要
）

　
胤
康
和
尚
は
文
政
四
年
置
目
に
生
れ

　
日
向
の
国
、
曽
木
慈
眼
寺
に
天
付
和
尚

　
と
と
も
に
こ
ら
れ
の
ち
住
職
と
な
ら
れ

　
た
，
博
学
で
仏
道
を
修
正
し
兵
法
に
通

　
じ
養
蚕
、
造
林
．
等
を
奨
励
し
、
勤
王
精

　
神
厚
く
討
幕
運
動
で
大
分
岡
範
で
説
法

　
し
、
機
会
が
あ
り
」
鹿
児
島
薩
摩
範
土
と

　
呼
応
し
更
に
一
歩
深
く
説
法
中
の
と
こ

　
ろ
文
久
二
年
延
岡
範
↓
の
知
る
と
こ
ろ

　
と
な
り
同
範
に
召
捕
ら
れ
、
元
治
元
年

　
京
都
奉
行
所
に
於
い
て
獄
中
に
あ
り
憤

　
死
し
た
。
時
に
四
十
六
歳
明
治
二
十
四

　
年
靖
国
神
社
に
合
祀
せ
ら
れ
同
三
十
五

　
年
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た
，

．
ρ
㍉
「

　
　
二
一，∩，

際

ク

ら
》
1F　4
♂”

て

道路をまもる月間8月1日～31日
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章

みんなで冠婚葬祭等の簡素化につとめましょう

昭和57年度の冠婚葬祭等の簡素化運動を次のとお・り

推進することになりましたので、皆様の御理解とご協

力をお願いいたします。

7月9日昭和57年

東郷町生活改善推進協議会

青年団協議会婦人連絡協議会自治公民館区長台東郷町議会協賛団体

商工会日向農協東郷支店老人クラブ連合会PTA連絡協議会

冠婚葬祭等簡素化運動推進事項

区
分
三親等以内

一　　　　　　般

i仲人含む）

摘　　　　　　　　　　　　　　　要

出　席　者　・　参　列　者 催　　　　す　　　　側

結
　
婚
　
式

ら特に定めない

10，000円以内 ○品物は贈らない

○招待者の人員等を検討する。

宸ｨ色直しは2回（お茶くみ、旅装）

@とする。

寞L念品は贈らない。

將≒l・導引の方を通じて、相手方と

@式等の申し合せをよく相談すること

出
産 特に定めない 1，000円以内 Oお返しをしない

節
　
句
特に定めない 3，000円以内 ○品物は贈らない

○お返しをしない。

寞L念品等つけない。

新
築
等
特に定めない

建家　　2，000円以内

V築祝3，000円以内

○品物の場合は2，000円以内

@のもの。焼酎だけの場合は

@2本以内とする。

尓i物は贈らない。

○記念品等つけない。

饅
別
祝
特に定めない

修学旅行等の醐llはしない。　（入学・卒業・就職祝は一般はしない。ただし、招待された場合

ﾉは1，000円以内）。歓送迎会は会費制で行い。銭別は自粛すること。

葬
儀
・
法
事
等

特に定めない

通夜　　　500円以内

％T　　1，000円以内

�ﾈ（3日7日）

@　　3，000円以内

@事　3，000円以内

○品物等は持参しない。

尓i物等は持参しない。

n花輪等については、親せき

@のみとする。

○記念品、菓子、果物、折詰等のうち

@贈るものは一品とする。

實�ﾈ（座に残る人）には、あらかじ

@め案内をする。

新
　
盆
特に定めない

線香代等として

@　　　　500円以内
O灯ろう、品物等は使わない。 ○接待は、お茶程度とする。

見
舞 特に定めない 2，000円以内 ○お返しをしない。

お
年
玉
特に定めない 500円以内とし、子供に現金を持たせないように管理に十分注意すること。

成
人
式

「成人の日」は「おとなになったことを自覚し、自から生き抜こうとすろ青年を祝いはげます日」です。

ﾓ義を考えて華美にならないよう、清そな服装で式典に出席するよう心がけましょう。
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章
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拳
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帽
章
拳
泰
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泰
章
章
・
郵
泰
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泰
泰
．
導
電
ウ
拳
阜
章
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描
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昭
和
四
十
年
前
後
よ
り
急
速
に
、
子

供
の
勉
強
部
墨
と
称
し
て
個
室
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
一
．
た
．
．
家
を
新
築
す
る

と
き
必
ず
子
供
部
屋
が
設
け
ら
れ
る
。

又
わ
ぎ
わ
ぎ
子
供
部
屋
を
増
築
す
る
家

も
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
都
市
地
帯
に

多
く
、
郡
部
農
村
は
割
合
に
少
か
っ
た

だ
が
現
今
で
は
郡
部
農
村
で
も
か
な
り

多
く
な
っ
て
来
た
の
で
す
．
．

　
戦
前
に
は
全
く
予
想
も
し
な
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

か
っ
た
現
象
で
あ
り
ま
す
．
．
こ

の
子
供
部
屋
が
設
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
原
因
は
何
で
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
．
．

は
子
供
ま
で
が
自
分
の
個
室
を
弾
、
訂
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
．
．

　
又
中
高
生
の
受
験
競
争
も
影
響
し
て

親
と
し
て
も
考
え
ぎ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
尚
又
子
供
の
自
主
独
逝
の
精

神
を
養
う
立
．
場
よ
り
与
え
た
親
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

き
て
子
供
部
屋
の
効
能
は
い
か
に
〃
…

　
子
供
は
与
え
ら
れ
た
自
分
の
部
屋
で

何
も
の
に
も
拘
束
き
れ
な
い
世
界
で
思

う
様
に
勉
強
が
出
来
る
。
思
う
通
り
の

子
供
部
屋
の
是
非
論

　
戦
後
か
ら
昭
和
三
十
年
頃
に
か
け
て

都
市
の
住
宅
事
情
が
悪
く
3
D
K
と
か

4
D
K
と
か
ラ
日
．
て
、
建
坪
が
せ
ま
い

の
で
何
ん
と
か
し
て
部
屋
数
を
ふ
や
し

た
い
建
築
が
望
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
、
出
来
る
だ
け
夫
婦
部
屋
と
子
供

部
屋
と
は
別
々
に
し
た
い
願
望
が
あ
っ

た
の
は
当
然
で
し
よ
う
．
、

　
個
人
の
人
権
尊
重
の
風
潮
は
盛
り
上

り
．
自
然
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
＝
」
口

言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
遂
に

三
后
設
計
が
建
て
ら
れ
る
、
．
受
験
生
に

と
っ
て
は
た
し
か
に
静
か
で
雑
音
に
わ

ぎ
わ
い
さ
れ
ず
に
、
時
計
と
相
談
し
な

が
ら
勉
強
が
出
来
る
効
能
は
高
い
と
思

わ
れ
る
．
．
だ
が
小
中
学
生
徒
の
頃
は
、

孤
独
に
堪
え
る
心
が
弱
い
の
で
、
計
画

的
勉
強
は
仲
々
困
難
な
点
が
生
じ
て
来

る
の
で
す
。
中
学
生
三
年
頃
に
な
る
と

目
前
の
指
標
が
力
を
つ
け
て
く
れ
ま
す

が
、
一
人
で
部
屋
の
中
に
二
時
間
も
三

時
間
も
と
じ
こ
も
っ
て
、
学
習
生
活
を

続
け
る
こ
と
は
、
一
般
の
子
供
に
と
っ

て
は
苦
痛
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
子
供
は
正
直
で
決
し
て
そ
う
し
た
こ

と
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
．
、
自
然
と
テ

レ
ビ
や
家
族
、
∴
父
一
」
ち
と
」
び
冷
　
求
め

て
い
る
と
思
い
ま
す
．
、

　
親
と
し
て
心
得
え
て
お
く
こ
と
は
、

子
供
部
屋
に
と
じ
こ
め
る
二
と
を
し
な

い
こ
と
で
す
、
．
一
定
の
勉
強
嚥
間
が
過

ぎ
た
ら
つ
と
め
ば
、
家
族
室
に
呼
ん
で
ぜ

ん
ら
ん
の
時
を
過
さ
せ
る
こ
と
で
す
，

　
受
．
験
生
の
中
　
局
生
．
に
あ
｛
ノ
て
は
、
こ

　
　
　
れ
又
温
い
気
持
で
常
に
家
族
だ

　
　
　
ん
ら
ん
の
時
を
深
け
て
た
の
し

　
　
　
い
紛
囲
気
を
与
え
て
や
る
こ
と

　
　
　
で
す
。
子
供
部
屋
に
子
供
が
鍵

　
　
．
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は

赤
信
号
だ
と
思
う
こ
と
で
す
。
農
村
に

は
こ
ん
な
例
は
無
い
が
、
都
市
で
は
よ

く
あ
る
現
象
で
す
。
現
代
非
行
青
少
年

の
温
室
が
こ
の
子
供
部
屋
よ
り
生
れ
た

例
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
子
供
部
屋
を
与
え
た
か
ら
と
言
っ
て

子
供
の
世
界
と
親
の
世
界
に
塩
を
作
一
．

て
は
絶
対
い
け
な
い
の
で
す
．
、
ど
こ
ま

で
も
子
供
の
人
間
形
峡
が
子
供
部
屋
を

与
え
た
目
的
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
あ
り

た
い
。

　
東
郷
町
社
会
教
育
委
員
　
都
甲
鶴
男
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噌軸

クーリング・

オフ制度を

ご存じですか

　
訪
問
販
売
を
受
け
契
約
し
た
商
品
が

本
当
に
必
要
か
冷
静
に
考
え
直
す
期
間

（
4
日
間
）
で
す
．
．
4
日
間
以
内
な
ら

契
約
の
解
除
（
又
は
申
込
み
の
撤
回
）

が
で
き
ま
す
。
解
除
（
又
は
撒
回
）
を

す
る
時
は
、
電
話
で
な
く
書
面
（
で
き

れ
ば
内
容
証
明
郵
便
）
で
申
し
出
ま
し

・
・
，
　
　
　
　
一

　
こ
れ
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
ワ
制
度
で
鱒

す
．
．　
訪
問
販
売
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
役

場
の
企
画
係
か
延
岡
地
方
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
批
へ
九
八
二
　
三
一
　
こ
九

九
九
）
　
へ
ど
う
ぞ
、

｝
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9
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牧
水
と
坪
谷

（4）

常
に
陰
影
の
多
い
そ
の
山
の
北
面
に

は
、
晴
れ
た
日
で
も
よ
く
雲
を
宿
し

て
い
る
が
、
一
朝
雨
降
る
と
な
る
と

山
全
体
が
い
や
そ
の
峡
谷
全
体
が
、

真
白
な
雲
で
閉
さ
れ
て
し
ま
う
、
．
そ

し
て
そ
の
雲
の
三
線
に
よ
っ
て
到
る

と
こ
ろ
．
．
、
の
多
い
そ
の
『
山
が
恰
も

霊
魂
を
帯
び
た
か
の
様
に
躍
動
し
て

見
え
る
の
で
あ
る
．
、
」

　
（
牧
水
の
年
品
に
よ
く
「
、
和
田
越
」

が
繊
て
く
る
，
此
処
は
現
在
歌
碑
の

あ
る
所
の
峠
の
こ
と
で
、
明
治
三
十

四
年
県
道
が
通
る
ま
で
の
道
は
、
牧

衣
生
家
か
ら
ヒ
っ
て
和
田
越
を
越
え

て
現
在
の
坪
谷
中
学
校
庭
に
下
っ
て

行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
）

　
　
四
、
誕
生
と
名
づ
け

へ．

齟
a
生

　
牧
水
は
明
治
十
八
年
八
月
二
十
四

日
に
生
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
誕
生
に

つ
い
て
コ
庭
梅
．
丁
の
題
で
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
ま
す
．
．

一
明
治
十
八
年
八
月
二
十
四
日
、
そ

の
日
は
陰
暦
で
は
恰
度
お
盆
の
十
六

日
に
当
っ
て
い
た
相
だ
。
そ
の
朝
と

り
わ
け
て
気
分
の
よ
か
っ
た
母
を
二

人
の
嫡
．
は
朝
の
掃
除
を
す
る
た
め
に

そ
の
前
か
ら
座
敷
に
床
を
と
っ
て
い

た
母
を
、
事
の
縁
側
へ
連
れ
出
し
て

一
．
夢
毒
　
3
コ
雪
　
～
一
～
｛
　
ー

ー
塩
　
月
　
儀
　
市

坐
ら
せ
て
い
た
。
漸
く
日
の
光
が
峰

か
ら
射
し
て
来
る
頃
ど
つ
た
相
だ
か

ら
、
余
程
早
朝
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

お
盆
の
事
で
は
あ
る
し
、
掃
除
か
ら

朝
飯
の
仕
度
と
、
姉
た
ち
も
暫
く
母

を
忘
れ
て
勝
手
の
方
に
行
っ
て
い
る

時
に
、
何
の
用
意
も
な
し
に
産
気
づ

い
て
私
は
生
れ
た
の
ゼ
相
で
あ
る
．
、

そ
の
朝
、
祖
父
も
父
も
留
守
で
で
も

あ
っ
た
の
か
、
唯
だ
二
人
の
若
い
姉

た
ち
が
右
往
左
往
し
て
全
部
そ
の
場

の
処
置
を
執
っ
た
様
に
の
み
、
私
の

記
憶
に
は
物
語
ら
れ
て
い
る
。

　
此
処
で
お
前
は
こ
と
ん
と
音
を
き

せ
て
生
れ
た
の
だ
よ
、
と
其
後
も
う

余
程
生
長
し
て
か
ら
度
々
姉
ど
も
は

私
を
そ
の
縁
側
へ
連
れ
て
来
て
は
か

ら
か
つ
お
1
1
。
田
舎
の
家
の
事
で
、
幅

の
広
い
、
頑
丈
な
板
縁
で
、
真
東
に

向
っ
て
い
る
．
、
中
学
に
出
る
様
に
な

っ
て
暑
中
休
暇
で
帰
省
し
て
い
る
時

な
ど
、
其
処
は
家
の
中
で
も
涼
し
所

な
の
で
私
は
よ
く
そ
の
板
縁
に
寝
こ

ろ
び
な
が
ら
、
自
分
の
生
れ
た
時
の

事
な
ど
を
想
像
し
て
見
た
も
の
だ
一
．

た
。
縁
の
ツ
イ
向
う
は
築
山
の
様
に

な
っ
て
い
て
、
庭
梅
の
大
き
な
株
が

二
つ
認
ん
で
、
小
さ
な
果
実
が
夏
ご

と
に
累
々
と
な
っ
て
い
た
．
、

～
一
．
3
．
一
～
一
．
一
、

花火遊びを安全に

するためにく楽し

　
花
火
は
、
大
人
に
も
子
供
に
も
幅
広
く
親

し
ま
れ
、
夏
の
夜
な
ら
で
は
の
風
物
詩
と
し

て
、
家
庭
の
庭
き
き
で
手
軽
に
楽
し
め
る
遊

び
で
す

　
し
か
し
、
安
易
な
取
扱
い
方
を
す
る
と
火

災
や
”
や
け
ど
”
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。

　
安
全
に
楽
し
く
花
火
遊
び
を
す
る
た
め
に
、

つ
ぎ
の
点
に
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う
．
．

▽
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

▽
気
象
条
件
を
考
慮
す
る

▽
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

▽
注
意
書
き
は
必
ず
読
む

▽
火
薬
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
め
て
点

　
火
し
な
い
。

▽
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

子
ど
も
会
行
事

▽
8
月
1
0
日

　
町
子
連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
イ
ン
デ
ィ

　
ア
カ
ー
大
会

八
昨
年
の
成
績
V

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
　
優
　
勝
　
鶴
野
内
子
ど
も
会

　
　
準
優
勝
　
土
嚢
子
ど
も
会

　
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ー
の
部

　
　
優
　
勝
　
坪
谷
子
ど
も
会

　
　
準
優
勝
　
小
野
田
子
ど
も
会

▽
8
月
2
4
日
～
2
6
日
（
二
泊
三
日
）

　
子
ど
も
会
リ
；
ダ
ー
研
修

　
　
参
加
者
、
男
2
0
名
・
女
2
0
名

　
　
（
青
島
青
少
年
自
然
の
家
）

∵
8
月
2
8
日

差
郡
子
連
　
文
化
祭
（
子
ど
も
芸
能
大

会
）

　
　
参
加
子
供
会
　
福
瀬
・
坪
谷

町報とうこう

色の

さぎ

き

髪
多
占

（7）

さらむ

う

墨

．
・
一
二
邑
謄
鷹

　7月2日、東郷幼稚園にむらきき色のミう

きぎミが登場？しました、と云ってもナスの

変形したものです。

　これは、羽坂の寺原彰一・きん宅でとれたも

のを、長女の洋世チャンが、幼稚園までもっ

て来たものです。

　幼稚園の子供たちも、うきぎそっくりのナ

スにビックリ、おそるおそる手を出す子、ダ

ツコきせてと、そ一ツとだく子と、ほほえま

しいひとときでした。

　
台
風
災
害
に
備
え
よ
う

　
台
風
の
〃
通
路
”
に
当
た
る
日
本
列

島
で
は
、
毎
年
各
地
で
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
8
月
は
台
風
の
“
ラ

ツ
シ
ユ
”
で
、
本
年
も
台
風
銀
座
と
呼

ば
れ
る
宮
崎
県
に
は
、
三
～
四
個
の
台

風
が
影
響
を
お
よ
ぼ
す
で
あ
ろ
う
と
予

報
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
台
風
に
つ
い
て
基
本
的
な

こ
と
を
知
り
、
早
め
に
準
備
を
整
え
、

被
害
を
少
な
く
し
ま
し
よ
う
．
、

▽
平
素
の
心
が
け
と
準
備

　
◎
安
全
な
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

　
　
確
認
し
て
お
く
。

　
◎
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
燈
、
ト
ラ

　
　
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
等
を
用
意
し

　
　
て
お
く
。

　
◎
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品
を
非
常

　
　
袋
に
入
れ
準
備
し
て
お
く
。

▽
台
風
が
近
づ
い
た
場
合

　
◎
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
台
風
情
報
、

　
　
注
意
報
、
警
報
、
防
災
上
の
注
意

≒
青
協
た
よ
鞭
燕

　
去
る
7
月
4
日
置
日
）
に
、
寺
口
2

チ
ー
ム
、
他
各
地
区
ー
チ
ー
ム
計
1
2
チ

ー
ム
の
参
加
で
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
東

郷
中
お
よ
び
福
瀬
小
の
3
会
場
に
分
か

れ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
心
配
さ
れ
た
雨
も
あ
が
り
ま

ず
ま
ず
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、

各
試
合
と
も
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
が

　
　
事
項
を
よ
く
聞
く
。

　
◎
家
、
塀
な
ど
を
補
強
し
、
溝
、
下

　
　
水
の
流
れ
を
よ
く
す
る
。

　
◎
浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
家
は
荷
物
を

　
　
高
い
と
こ
ろ
に
移
す
。

　
◎
老
人
、
子
供
、
病
人
な
ど
の
た
め

　
　
に
安
全
な
場
所
を
確
保
し
て
お
く

▽
避
難
す
る
と
き
の
注
意

　
◎
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
火
の
始
末
と

　
　
戸
締
り
を
確
実
に
す
る
。

　
◎
老
人
、
子
供
、
病
人
な
ど
は
早
目

　
　
に
避
難
す
る
。

　
◎
災
害
の
状
況
を
軽
く
み
な
い
で
、

　
　
消
防
、
警
察
そ
の
他
防
災
関
係
者

　
　
の
広
報
に
注
意
し
そ
の
指
示
に
従

　
　
レ
つ
。

　
◎
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も
の
と
し

　
　
頭
を
保
護
す
る
ヘ
ル
メ
ソ
ト
、
又

　
　
は
厚
手
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
地
下

　
　
足
表
や
ズ
ッ
ク
靴
、
手
袋
も
ぜ
一
、
し

　
　
必
要
で
す
，

　
事
前
の
備
え
を
十
分
に
し
て
、
台
風

災
害
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
し
よ

層
つ
つ

み
ら
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。▽
成
績

　
優
勝
寺
迫
A

　
準
優
勝
鶴
野
内

　
3
　
位
　
福
瀬
・
八
重
原

　
※
8
月
の
行
事
※

8
日
　
郡
ソ
フ
ト
ボ
：
ル
大
会
　
東
郷

　
　
　
　
午
前
9
時
試
合
開
始

21

冝
@
特
殊
競
技
大
会
　
　
諸
塚

　
　
　
（
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・

　
　
　
　
剣
道
・
柔
道
）



町報とうこう
　
　
　
ロ
コ
へ
こ
こ
ロ
ロ
こ
こ
ヘ
コ
コ
こ
こ
ヘ
コ
コ
こ
こ
サ
コ
コ
こ
こ

⑧
…
お
し
ら
せ

　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
鶏

　　　　　　”層　　　　　一’”　　　”梛　　一　’　”　”　一「’”

彰
●

」

郡
内
母
子
家
庭

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

一醒r”〆’一書’’’”一一’’’”奮一’”，〆一＿，1

衛
生
だ
よ
り

　
郡
福
祈
事
務
所
と
、
二
言
子
福
祈
協

議
会
主
催
で
、
郡
内
の
母
子
家
庭
の
母

と
子
ど
も
が
、
一
ヵ
所
に
集
っ
て
、
意

見
の
交
換
会
や
、
ス
ポ
ー
ツ
や
、
そ
の

他
の
競
技
を
し
て
、
同
じ
境
遇
に
あ
る

立
場
か
ら
親
睦
を
図
り
、
め
ま
ぐ
る
し

い
社
会
環
境
の
中
で
お
互
い
に
励
ま
し

0

∂
，

　7月の休日在宅医
　　（日向・門川地区）

　当番医が変更する場合もあ
ります。テンプオンサービス
T飢0982531214で確認を！

◎
　
母
子
健
康
相
談

　
8
月
2
4
日
（
受
付
9
～
1
0
時
）

　
老
人
福
祉
館

◎
　
一
才
六
ヵ
月
児
検
診

　
8
月
2
4
日
（
受
付
1
～
2
時
）

　
町
立
東
郷
病
院

母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
！

合
っ
て
、
母
と
子
が
強
く
生
き
て
い
く

た
め
の
心
を
開
く
機
会
を
つ
く
る
目
的

で
、
母
子
家
庭
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
母
子
家
庭
の
全
世
帯
主
に
は
地
区
役

員
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
が
、
多
数
母

と
子
が
参
．
差
し
て
下
き
い
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【、

T
日
八
月
四
日
・
水
よ
う
日

二、

齒
竃
蜷
�
ｬ
コ
ミ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー

三
、
内
容
　
や
き
し
い
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
宝
さ
が
し

日　2　診　環　科　目　．病（医）院名　住　所．電　　　話

産　　婦　　’　肛　篠　原　医　院　　門川町．◎1059

1内’放●小児科山中医院南町…22266
：内　科　’小児科’日向内科医院　旨原　町：ぼ2600
1外　・整外・胃陽　此　元　医　院　…北　町125488　　　　　　　　　1

1内　　　　　　　　科　松　岡　医　院　　原　町i⑨5407

8　1皮　　　　・　　　泌「沼　田　医　院　：原　町…（≧）3785

i整　　形　　外　　科　三ケ尻医院…鶴　町…25557

内　科　・　外　科1浦　上　医　院　　曽　　根　②2939

15「耳　鼻　　・　咽　喉　山　ロ　医　院　　上　　町’◎2203

1情　神　・　内　科1鮫　島　病　院　　潅現原i④4043

・産　婦　・　外　科　寺　尾　医　院、門川町i⑨1447

．小　　　児　　　科・児　玉　医　院　．原　町…②2530

1外科・脳神経外科　甲　斐　外科　；山　下　．25000

1内・外・釧和田病院陣原…貿045
2gl藍　　婦　　人　　科：滝　井　医　院　．都　町．22409

内　　　　　　　科1大　平　医　院　　北　町　ε3337

今
月
の
税
金

町
県
民
税
　
　
　
　
　
　
2
期

水
稲
共
済
掛
金
　
　
　
　
2
期

　
　
納
期
限
　
　
8
月
3
1
日

　
　
　
　
あ
き
り
貝
掘
リ

　
　
　
　
ス
イ
カ
割
り

　
　
　
　
子
ど
も
カ
ラ
オ
ケ
大
会

四、

竄
｢
合
せ
先

　
東
郷
町
老
人
福
祉
館
内
母
子
協
議
会

電
話
二
一
　
　
六
㎡
奇

住
宅
金
融
公
庫
個
人
向
け

　
　
融
資
の
受
付
始
る

　
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
と
建
売
住
宅
購
入

資
金
の
借
入
申
込
受
付
は
、
七
月
二
十

七
（
火
）
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、

受
付
日
順
に
選
考
（
無
抽
せ
ん
）
の
方

法
で
行
わ
れ
ま
す
，

　
十
月
以
降
の
申
込
み
か
ら
は
、
住
宅

の
広
き
に
よ
っ
て
適
用
す
る
金
利
が
細

分
き
れ
る
こ
と
や
、
十
一
年
目
か
ら
は

七
・
三
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の

条
件
の
改
定
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
の

で
、
今
回
の
受
付
黛
間
内
に
申
込
ま
れ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
．
、

　
詳
し
い
こ
と
は
、
公
庫
業
務
取
扱
店

に
お
た
ず
ね
く
だ
き
い
。

　
御
寄
付
御
礼

　
昭
和
五
十
七
年
六
月
十
九
日
か
ら
七

月
十
六
日
ま
で
の
間
に
香
典
返
し
と
し

て
次
の
方
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん

で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
日
向
市
の
小
川
義
信
き
ん
か
ら

　
（
ユ
リ
き
ん
　
八
二
才
ご
死
去
）

▼
小
野
田
の
篁
瀬
紀
生
き
ん
か
ら

　
（
清
美
き
ん
　
六
七
才
ご
死
去
）

▽
田
野
川
の
田
原
吉
之
助
き
ん
か
ら

　
（
秋
義
き
ん
　
七
七
才
ご
死
去
）

▽
小
野
田
の
島
原
　
栄
尊
・
・
ん
か
ら

　
（
光
治
き
ん
　
八
三
才
ご
死
去
）

▽
羽
坂
の
日
吉
万
造
き
ん
か
ら

　
（
彰
一
き
ん
　
三
一
才
ご
死
去
）

　
　
心
配
こ
と
相
談
所

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
相
談
で
き
る
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
，

　
開
設
日

　
　
八
月
　
ゴ
．
一
日
福
瀬
田
辺
清
吉
宅

　
　
・
ハ
月
　
十
日
羽
坂
．
甲
斐
美
佐
子
宅

　
　
八
月
十
七
日
老
人
福
祉
館

　
　
八
月
二
十
四
日
仲
深
中
野
辰
巳
宅

　
　
八
月
三
十
一
日
寺
迫
黒
木
光
志
宅

時
間
午
前
九
時
～
午
後
二
時

　
行
　
政
　
相
　
談

　
毎
月
第
三
火
曜
日
を
定
例
行
政
相
談

日
と
し
て
、
国
、
県
、
上
等
の
行
政
全

般
に
亘
っ
て
苦
情
、
要
望
、
意
見
な
ど

が
あ
る
場
合
、
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま

す
．
．
お
気
が
る
に
相
談
く
だ
き
い
。

　
　
　
東
郷
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
山
　
口
　
俊
　
一

‘
’
．

　
　
6
月
届
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
一
父
の
名

後三鈴重水直

藤浦野見江野

理研裕洋理命

玉史美子雄平
飯三二茂初信
．行教一一未喜寿蜜

結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏
　
　
　
　
　
名

遠
　
　
藤
　
　
清

川
　
　
越
　
　
幸

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

子光

畝笙黒田小
原瀬木原川氏

光清 ｮ秋ユ名

治美エ義リ
，，67757782．

ﾇ

住
所
．

福
　
瀬

鶴
野
内

田
　
野

鶴
野
内

坪
　
谷
．

一
カ
所
一

日
向
市

一

一
鶴
野
内
…

1心まちのうごき　l
／人・6，475人・△・　

き　男　3，120人　（△7）

《　　　　　　　　　　　　l
！　女　3，355人　（　3）、

触岬藤11
≦：　　　　　　　　　　　　l
l　　（　　）は対隅月比　　）
魔、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒

」ヒ＿．　　　　・r＿＿b
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